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壱岐警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和５年７月10日(月) 15時00分～16時40分

場 所 壱岐警察署講堂

１ 協議会

日髙会長 岩本委員 伊佐藤委員 馬場委員 池内委員

２ 警察署

出 席 者 藤永署長 永渕副署長 吉永刑事生活安全課長

髙田地域交通課長

３ 書 記

警務係長

１ 速度取締り指針について

髙田地域交通課長から、次のとおり説明があった。

（1）壱岐警察署の速度取締り重点

（2）壱岐警察署管内の交通事故発生状況

（3）その他の交通指導取締り重点

（4）悪質危険な交通違反に対する現状と取組

２ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見である「各種会合を通じ

会議の状況 た積極的な広報活動について」に対する取組状況について、次のと

おり説明があった。

(1) 公民館長総会において事件事故の発生状況、自転車のヘルメッ

ト装着努力義務化、110番映像通報システムなどの講話を実施した。

（2）保育所、幼稚園、小学校における交通安全教室、防犯教室を実

施した。

（3）交通安全協会支部役員会における交通安全講話を実施した。

(4) まちづくり協議会における防犯、交通安全講話を実施した。

(5）庁舎見学における交通安全、防犯指導を実施した。

(6) 留学生に対する防犯、110番通報要領、資格外活動等の違法行為

について講話を実施した。

３ 令和５年４月から６月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

（1）少年の非行及び犯罪被害防止対策の推進

ア 少年の非行防止対策

新型コロナウイルス感染拡大で中断していた少年補導員との

街頭補導活動の実施

イ 各種犯罪被害防止対策

不審者侵入時の避難訓練、防犯講話等の実施

ウ 各種被害防止広報

ケーブルテレビで防犯標語「いかのおすし」について広報を

実施



（2）交通安全対策の推進

ア 新入学期における子供の交通事故防止対策

(ｱ) 新入生に黄色いワッペンを配布

(ｲ) 交通安全協会指導員と連携した交通安全教室の開催

イ 全ての自転車利用者に対する乗車用ヘルメット着用の努力義

務の周知

(ｱ) 広報チラシを事業所、官公庁、学校等に配布

(ｲ) ケーブルテレビでの広報を実施

ウ 関係機関と連携した「春の全国交通安全運動」の実施

(ｱ） 壱岐市や交通安全協会等との車両広報パレードの実施

（ｲ） 更生保護女性会と交通安全街頭キャンペーンの実施

(ｳ） 飲酒運転撲滅宣言駅伝の実施

(3) 災害対策の推進

ア 防災合同パトロールの実施

壱岐市など関係団体と危険予想箇所の現場確認の実施

イ 署員による災害危険予想箇所の現場確認

幹部職員による防災合同パトロールで把握した危険予測箇所

の現場確認の実施

ウ 土砂災害防災避難訓練への参加

土砂災害防災訓練の実施を壱岐市に働き掛け、実施された大

規模土砂災害防災避難訓練に参加

エ チェーンソー使用訓練等の実施

倒木に備えて署員によるチェーンソー使用訓練を実施

オ 災害危険箇所の情報発信

把握した危険箇所について、市民に周知するためＳＮＳでの

情報発信を実施

４ 令和５年７月から９月までの業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

（1） ニセ電話詐欺被害防止対策の推進

ア 犯人からの電話がつながりにくい環境づくり

イ コンビニエンスストア等における対策

ウ 被害予防のための広報啓発活動

（2） 交通安全対策の推進

ア 交通安全運動に伴う各種活動

イ 各種団体と連携した安全対策

ウ 街頭活動の強化

（3） 警察官、警察職員採用募集活動の推進

ア 工夫を凝らした採用募集活動の実施

イ 学校、自治体等関係機関と連携した人材確保対策の実施

５ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について

署長から、前回協議会における答申テーマ「警察から発信してほ

しい情報内容」への答申「島内で発生した身近な被害、交通安全に

関する情報」に対する推進状況として、「広報活動を行う際は、答申

内容を基本ベースに実施した。」と説明があった。

６ 諮問テーマに対する答申について



署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申があった。

（1） 諮問テーマ

警察官、警察職員の採用募集活動方策

（2） 協議会からの答申

日髙会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容

について確認があり、全会一致で了承された。

○ 子供を中心とした警察活動の広報の推進

○ 継続的な告知放送を活用した広報の推進

提 出 意 見 警察から発表される告知放送は多くの島民が関心を持って聞いて

おり、各種犯罪被害防止に貢献しているため、今後も継続的に告知

放送での情報発信を行ってもらいたい。


